
一般社団法人　八幡浜市ふるさと観光公社

愛媛県・南予地域

南
予
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分
ご
と
化

日
本
屈
指
の
農
林
漁
業
営
み
体
験

探究学習、ＳＤＧｓ、民泊

一般社団法人　幡多広域観光協議会

　高知県・四万十・足摺エリア　

「
主
体
的
・
対
話
で
深
い
学
び
」で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
考
え
る

日
本
最
後
の
清
流
を
体
験

営業時間　平日8：～：　　　　　　　
※内容のお問い合わせは事務局・担当者までお願いします。

一般社団法人　そらの郷　　　　　

　徳島県・美馬市・三好市・つるぎ町・東みよし町　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
若
者
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
現
場

〝
日
本
一
の
田
舎
〟そ
ら
の
郷

一般社団法人　まつうら党交流公社

長崎県・北松浦半島

松
浦
党
の
里
の
感
動
体
験
か
ら
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

漁
村
・
農
村
で
の
民
泊
体
験

船
釣
り
体
験

日本農業遺産に認定された柑橘農業システム
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マ
ダ
イ
の
養
殖
餌
や
り
体
験

郷
土
料
理
づ
く
り
体
験

　
愛
媛
県
南
西
部
に
位
置
す

る
南
予

な
ん
よ

地
域
は
、
４
市
（
宇

和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲

市
、
西
予
市
）
、
５
町
（
内

子
町
、
伊
方
町
、
松
野
町
、

鬼
北
町
、
愛
南
町
）
か
ら
な

り
、
海
、
山
、
川
の
自
然
に

恵
ま
れ
、
農
林
漁
業
の
営
み

が
盛
ん
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

リ
ア
ス
式
海
岸
で
は
、
生
産

量
日
本
一
を
誇
る
マ
ダ
イ
や

シ
マ
ア
ジ
、
真
珠
な
ど
が
養

殖
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
「
愛
媛
・
南
予
の
柑
橘

か
ん
き
つ

農

業
シ
ス
テ
ム
」
は
急
傾
斜
地

の
段
々
畑
が
特
徴
で
、
壮
大

な
景
観
と
と
も
に
日
本
一
の

〝
柑
橘
王
国
・
愛
媛
〟
の
屋

台
骨
を
担
っ
て
い
ま
す
。
宇

和
島
城
や
内
子
、
大
洲
、
宇

和
の
古
い
町
並
み
な
ど
、
歴

史
文
化
遺
産
も
多
く
、
日
本

一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
や
四

国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
、
滑
床

や
成
川
の
渓
谷
な
ど
多
様
な

自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま

す
。

　
■
最
大
４
０
０
人
の
受
け

入
れ
が
可
能
な
民
泊

　
南
予
地
域
で
は
、
豊
か
な

自
然
と
多
様
な

農
林
漁
業
の
営

み
を
生
か
し
た

教
育
旅
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ふ
る

さ
と
南
予
感
動

体
験
」
の
受
け

入
れ
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の

根
幹
は
、
最
大

１
０
０
軒
４
０

０
人
の
受
け
入

れ
が
可
能
な

「
民
泊
」
に
あ

り
、
あ
り
の
ま

ま
の
暮
ら
し
の

中
、
生
徒
の
皆

さ
ん
を
お
客
さ
ま
で
は
な
く

家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入

れ
ま
す
。

　
一
方
「
体
験
」
は
、
日
本

屈
指
の
農
林
漁
業
拠
点
で
の

食
育
体
験
、
海
山
川
３
拍
子

そ
ろ
っ
た
自
然
を
存
分
に
楽

し
む
自
然
体
験
、
さ
ら
に
民

泊
先
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す

「
ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
」

（
家
業
体
験
）
な
ど
、
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、

季
節
や
希
望
に
応
じ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　
■
二
つ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

プ
ラ
ン

　
南
予
地
域
で
は
、
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
、
民
泊
を
絡

め
た
「
南
予
版
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」

（
課
題
解
決
型
学
習
）
と
、

日
帰
り
の
「
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
学
習
」
の
二
つ
の
プ
ラ
ン

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
南
予
版
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
で
は
、

民
泊
先
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
、
各
種
体
験
時
の
実
体
験

を
足
が
か
り
に
、
チ
ー
ム
ご

と
に
地
域
課
題
の
解
決
策
を

検
討
し
発
表
し
ま

す
。
「
体
験
型
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
学
習
」
で
は
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご

と
に
ひ
も
付
け
ら
れ

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
指
標
に
つ
い

て
、
実
体
験
を
通
し

て
学
び
を
深
め
ま

す
。

　
例
え
ば
、
生
産
量

日
本
一
の
「
養
殖
マ

ダ
イ
へ
の
餌
や
り
体

験
」
で
は
、
目
標


「
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任
」

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

⑤
⑧
な
ど
に
つ

い
て
、
柑
橘
王

国
・
愛
媛
で
の

「
み
か
ん
山
整

備
体
験
」で
は
、

目
標
２
「
飢
餓

を
ゼ
ロ
に
」
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
④

お
よ
び
目
標


「
陸
の
豊
か
さ

も
守
ろ
う
」
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
④

な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

枠
組
み
の
中
で
生
徒
自
ら
が

身
近
な
事
例
と
結
び
付
け
る

こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
〝
自

分
ご
と
化
〟
を
図
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　
■
モ
デ
ル
コ
ー
ス

　
広
島
平
和
学
習
や
松
山
市

内
班
別
自
主
研
修
と
の
組
み

合
わ
せ
が
定
番
で

す
。
広
島
か
ら
松
山

ま
で
は
高
速
船
で


分
、
松
山
か
ら
南
予

各
地
域
ま
で
は
バ
ス

で
１
～
２
時
間
程
度

で
す
。
日
中
の
体
験

は
、
民
泊
先
家
族
と

一
緒
に
過
ご
す
「
ふ

れ
あ
い
交
流
体
験
」

（
家
業
体
験
）
、
各

種
の
農
林
漁
業
体
験

な
ど
の「
選
択
体
験
」

の
い
ず
れ
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。

四万十川でのカヌー体験

人気が高い「カツオのわら
焼きタタキづくり体験」

自
然
と
人
と
の
共
生
の
形
を
学

ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

防災学習で砂浜へ
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四
国
の
西
南
部
に
位
置
す

る
高
知
県
の
四
万
十
・
足
摺

（
幡
多
）
地
域
は
、
日
本
最

後
の
清
流
と
い
わ
れ
て
い
る

「
四
万
十
川
」
を
中
心
に

「
足
摺
岬
」
な
ど
山
、
川
、

海
と
多
様
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。
こ
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
商
品
化
し
て
お
り
、
全

国
に
誇
れ
る
自
然
体
験
型
観

光
の
先
進
地
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　
■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム

　
自
然
豊
か
な
幡
多
地
域

で
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
を
通
し
て
、
持

続
可
能
な
社
会
を
未
来
に
つ

な
ぐ
た
め
に
、
自
分
た
ち
は

主
体
的
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
ま
す
。

　
■
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
何
に
も
な
い
の
に
、
な
ん

で
も
あ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い

る
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
体
験
を
中
心
に
、食
、文
化
、

漁
業
、
農
林
業
な
ど
１
０
０

種
類
を
超
え
る
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。

　
■
田
舎
暮
ら
し
体
験

　
特
に
大
都
市
圏
の
学
校
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の

は
、
一
般
の
農
山
漁
村
家
庭

の〝
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
〟

を
体
験
で
き
る
「
田
舎
暮
ら

し
体
験
」
で
す
。
現
在
、
受

け
入
れ
家
庭
数
は

軒
を
超

え
、
１
日
最
大
３
０
０
人
程

度
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
山
、
川
、
海

に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
で

は
、
自
然
を
知
り
、
触
れ
合

う
こ
と
で
自
然
と
と
も
に
生

き
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
■
カ
ツ
オ
の
わ
ら
焼
き
タ

タ
キ
づ
く
り
体
験

　
高
知
の
食
文
化
の
代
表
で

も
あ
り
、
一
番
人
気
で
す
。

漁
師
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

な
り
、
生
徒
自
ら
が
カ
ツ
オ

１
本
を
丸
ご
と
さ
ば
い
て
わ

ら
で
焼
き
、
タ
タ
キ
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。
こ
の
体
験
に

よ
り
カ
ツ
オ
漁

の
歴
史
や
高
知

の
食
文
化
な
ど

を
感
じ
、
食
材

へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
育
む
と

と
も
に
、
魚
嫌

い
の
生
徒
も
自

然
と
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

す
。

　
■
四
万
十
川

カ
ヌ
ー
体
験

　
初
心
者
で
も

安
全
か
つ
気
軽
に
体
験
で
き

ま
す
。
カ
ヌ
ー
か
ら
見
る
自

然
景
観
は
、
日
本
の
原
風
景

と
も
言
え
ま
す
。
最
後
の
清

流
、
四
万
十
川
を
見
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
す
。

　
■
防
災
学
習

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
か

ら
身
を
守
り
、
生
き
る
力
を

育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
過
去
に
起
こ

っ
た
事
例
を
学
ぶ
の
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る

近
い
将
来
の
災
害
に
つ
い
て

自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
行

動
が
で
き
る
か
を
考
え
、
一

人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
■
受
け
入
れ
態
勢

　
受
け
入
れ
窓
口
の
幡
多
広

域
観
光
協
議
会
は
、
高
知
県

と
幡
多
６
市
町
村
（
四
万
十

市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水
市
、

黒
潮
町
、大
月
町
、三
原
村
）

で
組
織
し
、
四
万
十
・
足
摺

地
域
で
し
か
体
験
で
き
な
い

豊
か
な
自
然
、
食
、
伝
統
文

化
、
生
活
や
人
と
人
と
の
心

の
つ
な
が
り
を
生
徒
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
安
全
で
信
頼

性
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

傾
斜
地
に
点
在
す
る
集
落
「
天
空

の
里
」
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―
Ｐ
Ｂ
Ｌ
×
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

地
元
高
校
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
取
り
組
む

世界が認めるウォータースポーツフィールド

ｗｉｔｈコロナの農業
体験・農文化学習。エシ
カル農業の知恵を学ぶ

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践
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四
国
、
徳
島
県
の
西
部

「
そ
ら
の
郷
」
は
、
四
国
の

中
央
に
位
置
す
る
に
し
阿
波

（
美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る

ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
）
エ
リ

ア
で
す
。「
大
歩
危
・
祖
谷
」

「
吉
野
川
」に
代
表
さ
れ
る
自

然
、
歴
史
文
化
、
伝
統
や
伝

承
、さ
ら
に
独
自
の
食
文
化
、

伝
統
芸
能
に
彩
ら
れ
た
全
国

屈
指
の
観
光
地
域
で
あ
る
と

共
に
、
素
朴
で
温
か
み
の
あ

る
古
き
良
き
暮
ら
し
が
今
も

な
お
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ら
の
郷
の
民
泊
家
庭

は
、
そ
の
多
く
が
山
腹
の
急

傾
斜
地
に
、
張
り
付
く
よ
う

に
形
成
さ
れ
る
集
落
に
存
在

し
、
特
有
の
文
化
的
背
景
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
山
畑
の

コ
エ
グ
ロ
、
石
積
み
、
人
家

な
ど
が
、
一
つ
と
な
っ
た
傾

斜
地
に
お
け
る
自
然
共
生
の

風
景
こ
そ
が
「
日
本
一
の
田

舎
」
や
「
桃
源
郷
」
と
も
称

さ
れ
る
、
日
本
の
原
風
景
で

す
。

　
生
徒
た
ち
は
家
族
の
一
員

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
茶
摘
み

や
タ
マ
ネ
ギ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

雑
穀
の
収
穫
な
ど
、
少
量
多

品
種
の
自
給
的
農
業
を
協
働

し
ま
す
。
収
穫
し
た
旬
の
野

菜
や
山
菜
を
使
っ
て
田
舎
料

理
を
共
同
調
理
、
家
族
団
ら

ん
の
食
事
で
の
心
の
交
流
。

高
度
な
土
地
利
用
が
成
す
、

エ
シ
カ
ル
農
業
ラ
イ
フ
や
、

生
物
多
様
性
を
補
完
し
貧
困

問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
農
法
な
ど
、

各
種
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ン
テ
ン
ツ

の
実
践
体
験
に
よ
っ
て
〝
日

本
一
〟
の
厳
し
さ
を
豊
か
に

変
え
る
暮
ら
し
を
学
び
ま

す
。

　
そ
ら
の
郷
は
「
地
方
創
生

の
成
功
事
例
」
と
い
わ
れ
、

２
０
１
６
年
、
農
林
水
産
省

か
ら
「
食
と
農
の
景
勝
地
」

の
認
定
。

年
、
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら

「
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｓ
）
」
の
認
定
。

年
に

は
、
第

回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ

ッ
ポ
ン
大
賞
、
「
内
閣
総
理

大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

現
場
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
地
域

推
進
拠
点
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決

型
学
習
）
×
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
各
校
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
Ｗ
Ｓ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
組
み
立
て
る
、
ほ

ん
も
の
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
コ

ロ
ナ
に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
、
そ
し
て
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の

時
代
に
対
し
、社
会
に
対
し
、

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
現
場

「
日
本
一
の
田
舎
」と
し
て
、

未
来
を
変
え
る
若
者
を
育
成

し
ま
す
。

　
な
お
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

の
民
泊
受
け
入
れ
が
功
を
奏

し
、
民
泊
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
衛
生

管
理
を
導
入
す
る
な
ど
、
品

質
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
成
功

し
ま
し
た
。
全
て
の
民
泊
家

庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
研
修
の
安
全
衛
生
講
習

を
受
け
、
危
機
管
理
や
安
全

対
策
に
関
す
る
万
全
の
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
■
民
泊
阿
波
お
ど
り
＝
集

落
の
に
ぎ
わ
い
と
し
て
、
念

仏
踊
・
風
流
踊
の
阿
波
お
ど

り
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
過
酷
な
農
業
疲
れ
を
吹

き
飛
ば
す
芸
能
娯
楽
。
離
村

式
で
は
輪
踊
り
で
再
会
を
誓

い
門
出
を
祝
い
ま
す
。
農
文

化
継
承
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
中
。

　
■
吉
野
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

＝
日
本
三
大
暴
れ
川
、
吉
野

川
は
世
界
ク
ラ
ス
の
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
コ
ー
ス
。
２
０
１
７

年
、
日
本
初
の
世
界
選
手
権

を
開
催
。
仲
間
と
ボ
ー
ト
を

操
り
、
激
流
を
乗
り
越
え
、

五
感
で
自
然
と
対
峙

た
い
じ

し
ま

す
。

　
■
吉
野
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

＝
多
世
代
交
流
型
の
ス
ポ
ー

ツ
を
介
し
、
河
川
環
境
マ
イ

ン
ド
や
心
身
の
健
全
な
成
長

を
促
し
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。

最大人の受け入れ能力を有する船釣り体験

地区の特色を生かした体験プログラムの一
つ、森林間伐

〒‐　長崎県松浦市御厨町田代免
TEL　‐‐　FAX　‐‐

　Email:kouryu-1ban@matsuurato.jp
　URL:https://www.honmono-taiken.jp/

養
殖
場
で
の
餌
や
り
体
験

家
族
の
一
員
と
し
て
過
ご
す
民
泊

　
私
た
ち
の
活
動
の
舞
台
は

九
州
の
西
端
、
長
崎
県
北
部

に
位
置
す
る
北
松
浦
半
島
と

そ
の
周
辺
の
島
々
か
ら
な
る

地
域
で
す
。
源
平
合
戦
や
元

寇
の
折
に
活
躍
し
た
「
松
浦

党
水
軍
」
の
本
拠
地
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
歴
史
豊
か
な

土
地
の
生
業
を
ま
る
ご
と
体

験
で
き
る
の
が
「
松
浦
党
の

里
ほ
ん
な
も
ん
体
験
」で
す
。

漁
村
・
農
村
で
の
民
泊
体
験

は
、
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し

や
自
然
の
営
み
の
中
で
家
族

の
一
員
と
し
て
過
ご
し
、
豊

か
な
心
を
育
む
感
動
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
民
泊
体
験
の

受
け
入
れ
能
力
は
最
大
約
２

０
０
人
、
８
地
区
か
ら
な
る

受
け
入
れ
地
区
の
約

戸
の

民
家
が
支
え
て
い
ま
す
。

　
■
全
国
有
数
の
漁
業
体
験

受
け
入
れ
能
力

　
当
地
域
は
、
対
馬
暖
流
と

数
多
く
の
島
々
や
リ
ア
ス
式

海
岸
か
ら
な
る
複
雑
な
海
岸

地
形
の
影
響
に
よ
り
数
多
く

の
魚
介
類
に
恵
ま
れ
、
湾
や

入
り
江
で
は
魚
類
の
養
殖
業

も
行
わ
れ
る
な
ど
多
種
多
様

な
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
特
色
を
生
か
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
船
釣
り
、

定
置
網
漁
、
刺
網
漁
、
港
釣

り
な
ど
の
漁
業
体
験
で
す
。

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
用
い
る

全
て
の
漁
船
は
安
全
面
か
ら

遊
漁
船
業
法
に
か
か
わ
る
遊

漁
船
登
録
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
数
は
約

隻
に
お
よ

び
、
漁
業
体
験
は
最
大
２
０

０
人
の
受
け
入
れ
能
力
を
有

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
に
も
多
様
な
生
業
や
地

区
の
特
色
を
生
か
し
た
味
覚

体
験
、
農
業
体
験
な
ど
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
約

種
類
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　
■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
と
し
て

の
体
験
学
習

　
弊
社
の
特
徴
の
一
つ
と
し

て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
民

泊
受
け
入
れ
家
庭
の
家
業
に

か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
が
行
い

た
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

択
で
き
る
こ
と
か
ら
、
生
徒

が
主
体
的
に
学
び
た
い
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
項
目
を
選
択

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
に
取
り

組
む
こ
と
が
可
能
で
す
。
例

え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

「
海
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
」
と
い
う
項

目
に
対
し
て
学
び
た
い
人

は
、
船
釣
り
体
験
や
養
殖
場

の
餌
や
り
体
験
、
定
置
網
漁

体
験
な
ど
を
選
択
し
、
そ
れ

ら
の
体
験
に
対

し
て
事
前
学
習

お
よ
び
質
問
項

目
な
ど
を
生
徒

が
考
え
、
体
験

当
日
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施

を
す
る
中
で
、

初
め
て
出
会
う

地
元
の
漁
師
な

ど
体
験
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に

質
問
を
し
な
が

ら
、
友
達
と
対

話
を
行
い
、行
動
し
て
考
え
、

主
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
■
体
験
型
教
育
旅
行
が
秘

め
る
可
能
性

　「
松
浦
党
の
里
ほ
ん
な
も

ん
体
験
」で
の
体

験
型
修
学
旅
行

は
、体
験
や
民
泊

で
の
交
流
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
生

き
る
力
を
育
む
こ

と
は
も
と
よ
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
に

適
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
１
次

産
業
や
田
舎
の
現

状
を
見
て
、聞
い

て
、触
れ
て
い
た

だ
き
、日
本
の
地

方
が
抱
え
る
問
題
、相
対
的

に
都
市
部
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
主
体
的
に
深
く
学
ぶ

機
会
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

（９） 第３２１５号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）４月１日（月曜日）


